
 

 

没後 50年記念 加藤
か と う

土師萌
は じ め

展 開催  

～色絵磁器を極めた人間国宝 その技とデザイン～ 

 

加藤土師萌（かとう はじめ／1900～1968）は、横浜市の日吉で作陶し

た日本近代陶芸の巨匠です。本展は没後 50 年を記念し、出身地や活

動地に近い岐阜県現代陶芸美術館と町田市立博物館において巡回

展を開催するものです。 

町田市立博物館は、活動拠点が近いことに加え、加藤が心酔した中

国陶磁のコレクションを所蔵していることから開催に至りました。卓越した

技術とデザイン力、優れた古陶磁研究に基づく多様な創作活

動の軌跡を初期から多角的に辿り、新たな加藤像をお見せし

ます。生前から有名であったスケッチなど絵画作品や加藤が心

酔した中国の古陶磁もあわせて展示します。 

 

【展覧会】 

■ 会 期 ： 12月 8日（土）～2019年 1月 27日(日) 

※ 毎週月曜日、ただし祝日は開館し翌日休館。 

■ 会 場 ： 町田市立博物館（本町田 3562） 

■ 開館時間 ： 午前 9時～午後 4時 30分 

■ 入 館 料 ： 一般 300円、障がい者 150円、中学生以下 無料 

 

【関連イベント】 

イベント 日程 時間 料金・定員 

講演会「陶芸家加藤土師萌にみるデ

ザイナー的気質―岐阜県陶磁器試験

場時代を中心に―」 

講師 立花 昭 氏 

（岐阜県現代陶芸美術館学芸員）  

12月 15日(土) 午後 2時～3時 30分 無料／先着 60名 

講演会「中国陶磁にあこがれて―加藤

土師萌の技法研究と創作」 

講師 木田 拓也 氏 

  （武蔵野美術大学教授） 

2019年 1月 6日（日） 午後 2時～3時 30分 無料／先着 60名 

ギャラリートーク／担当学芸員 
12月 11日（火）・20日（木） 
1月 10日（木）・20日（日） 午後 2時～3時 

無料／先着 20 名
程度 

「マルのつく日は缶バッジ・デイ」 

オリジナル缶バッジプレゼント 

7月 20日（金）・31日（火）・
8月 10日（金）・21日（火）・
30日（木）・9月１１日(火) 

午前 9時～ 先着 20名 

指描澤瀉文大皿 

（ゆびがき・おもだかもん・おおざら）   

昭和１１年（1936）   

1937年パリ万博グランプリ受賞作品と同作 

岐阜県セラミックス研究所蔵 

２ ０ １ ８ 年 1 1 月 7 日 

記 者 発 表 資 料 

文化スポーツ振興部  文化振興課 

博 物 館 副 館 長 今 井 

電  話  ０ ４ ２ － ７ ２ ６ － １ ５ ３ １ 



博物館で年中行事 

「UV レジンでクリスマス・オーナメント

をつくろう！」 

12月 16日（日） 
午前 11時～11時 40分 

午後 2時～2時 40分 

参加費 1000円 

各回 10 名（要予

約） 

 


